
陣川あさひ町会
Ｊバス運営委員会

代表 上野山 隆 一



●陣川あさひ町会がある陣川町エリアは，函館駅から約１１㎞離れた地区で、
開発行為や、都市施設の整備も行われない、市街化調整区域。

●行政、教育、金融、警察機関、商業施設がなく、辛うじてコンビニのサンクス
が１軒だけある。車を所有していないと、生活が難しい面がある。

●人口は約3,000人と非常に多く、奥尻島に匹敵する規模。

●路線バス６－２系統（平日８往復）平成８年に新設された。しかし陣川町と函
館駅を結ぶ路線だが、近隣の商業施設は通過しない。

●小・中学生のための通学バス 平成８年に委託運行開始。
保護者が主体となり、独自に契約し、函館市より補助金を得ながら運行。

Ｊバス運営主体の陣川あさひ町会について





●新たな交通手段の必要性が高まる。

・平成８年当時に比べ、地域の事情は変化し、路線バス６－２系統の
運行エリアではない、美原地区に大型ショッピングセンター等の商業
施設や病院ができてきた。
・地域の高齢化が進み、車の運転が難しくなり、移動手段としてバス
利用者が増えてきている。
・ライフスタイルから、児童館の利用等も増え、子どもが一人でバスを
利用する機会も増えてきている。

⇒新たな需要に応える路線が必要になった。

・平成８年当時に比べ、小・中学生の人数が減り、通学バスの維持も厳
しくなってきた。

Jバス実証実験運行に至るまでの経過



●H22.12   陣川あさひ町会がコミュニティバスのアンケート調査実施

・人口約3,000人の内 1,937人が解答（全体の65%）
・コミュニティバスが必要と答えた人1,447人（全体の48%）

●H23.6    函館市長にコミュニティバス運行のための陳情を行い、
その後函館市と町会の協議スタート

●H23.7    函館市・町会・函館バス３者での協議がスタート

⇒ 1カ月に1回～2回のペースで協議を行い、運行内容を決定

●H23.12   1年間の実証実験の運行内容を町民に提示し，
再アンケート調査実施

・記名式のため,回収率は低く,86名が利用したいと答えた。
・200人の需要見込みにとどかず，実証実験の危機。



●H24.2.2  町会役員、通学バス運営委員会、函館バス、函館市で協議

・町会と函館バスで契約を結んで運行していた小・中学校の通
学バスの利用者の一部をＪバスに割り振ることにし、需要見込
みを超える形とすることができた。
（中学校の下校便を廃止し、Ｊバスに移行）

●H24.2.26 町会会館にて町民への説明会開催（マスコミ非公開）

・約40名が集まり,実証実験運行が了承された。

＜Jバスと,他のコミュニティバスとの相違点＞

・町会が,行政からの補助金に頼らず,自力で運行する方式であること。

・町会が,バス運行の実施主体のため,ルートや料金,ダイヤの変更な
どを,利用者と経営者という両面から検討し,容易に設定できること。



●H24.3.7  Jバス運行委託契約式

・函館市長が立会人として、町会と函館バスで運行委託契約締結

実証実験運行決定後の動き



●H24.3.12 Jバス利用券・回数券発売開始

●H24.4.1  出発式・運行開始

・定期券、回数券（２か月の使用期限）を販売



＜実証実験第１期間＞
平成24年4月1日～平成24年8月15日まで

・Ｊバスの運行経路 陣川町（バス停でいうと『上陣川』というバス
停を起点として病院・商業施設・行政機関をぐるっと１周して，再
び陣川町にもどってくる所要時分43分の路線。平日7循環，土日
祝3循環。

・4月１日無料運行。（函館バスの協賛にて乗車券3万円分購入）
→サンクスが無料にてお菓子配布。

・4月1日から2週間ほど,神山小学校6年生の絵をバス車内に貼る。

・バス車内に陣川地区の写真を貼る。バス車内を町会に開放。

・町会にて『Jバス運営チーム』結成。→利用促進のPR。



・神山小学校の6年生が新設バス停『神山サンクス前』のデザイ
ンを考案。

・H24.5～地元の函館大学も協力し,利用者へのアンケート調査等
を実施。

・H24.5.15～バス車内,やまきゅう（陣川町の商店）,陣川パークゴ
ルフ場にて,新たに,回数券5枚入り 1,000円セットを販売開始。

・H24.6.1～小学生限定回数券を町会会館にて,陣川⇔神山サン
クス前区間限定で, 4枚入り 500円セットを販売開始。



・月日の経過とともに、だんだん利用者が減少してきている状況。
（運行開始当初は,お試しで利用する人もいた。）

・利用者の約7割は中学生。

・H24.7 2か月の期限付き回数券の使用期限を実証実験運行終
了まで（H24.3）延長。

・H24.7函館バスにて,協賛企業１社の広告を受注。（バス後部窓
面）







＜実証実験第２期間＞
平成24年8月16日～平成24年10月31日まで

・乗降データや，地元の函館大学のアンケート調査を元に，経路
変更。

・H24.7.18 町会と当社との検討会議にて,8月16日からの経路変
更を決定

⇒現在,１番の利用者である赤川中学校の生徒の利便性向上を
図るため,より近くに乗り入れし,利用の少ない区間については,
カット。

⇒バス車内広告収入については，すべて町会にはいる事を決
定する。



・利用者の約7割を占める中学生の利便性を向上させるため，中学
校のより近くまで，バスを乗り入れした。（中学生のバス停まで歩く
時間を20分から5分に短縮。）

②起点を当社の昭和営業所におくことで，余計な回送をなくすこ
とができ，より効率的な運行にすることができる。

①循環型で片回り運行だと，利用者は，行きと帰りで所要時間
が違い，行きよりも遠回りして帰るというパターンが発生し，利用
者離れにつながっていることがわかった。

・ほとんど利用がない行政機関『渡島総合振興局』の部分をカットし，
利用がある部分だけを残し，循環型をやめた。（下記の2つの理由
から）





・H24.8.16～沿線の温泉施設(湯都里)が,Jバス利用者に対して,入
館料が1,200円から600円に割引になるサービスを実施。

・H24.9.3現在 協賛企業 9社（内訳 8社 車内広告，1社 温泉施設
割引）



・夏場の利用率落ち込み（中学生の夏休み等）が予想以上に大きく、
予定利用率まで大幅に達しない状況となり、対策の検討。

⇒車内広告の導入を決定する。
・実証実験運行期間中限定という形で、町内の企業を中心に広

告による協賛を依頼し、継続運行のための収入源とした。
（予定数10件）

・各種企業の協力もあり、予定数を確保。さらに広告を募集して
行くことを決める。



＜実証実験第３期間＞
平成24年11月1日～現在まで

・乗降データや，地元の函館大学のアンケート調査を元に，経路変
更。
・中学校の下校時間が、冬時間帯となり、早まるためそれに合わせ
た時間に変更し、子どもたちの安全確保を図る。
・冬期間の運行で、道路状況等による遅れをできるだけ吸収し、定
刻で運行できるようにするため、運行ルートを変更した。
・バスの利用状況から、運行ルートショートカットを行った。
・利用率０パーセントに近い最終便を、運行カットした。
・利用率向上のため、町会行事のバスツアーを、市内のJバス協賛
温泉施設にし、実施。初めてJバスを利用した方もいて、宣伝効果
の高いツアーとなった。
・次年度の継続運行のために、どのように今後Jバスを運行していく
べきか、継続して検討しているところである。
・冬休み期間の利用者が大幅に減少し、運営が厳しくなり、Ｊバス協
賛グッツの販売を開始。



Ｊバス協賛支援グッツ販売

Ｊバス運営委員が、手作りした木
製のキーホルダーと、マグネットを
販売しました。各３００円



今後の方向性と課題

・利用率は低いが、地域の足として、特に現在利用している人たちにとって
は重要な足である。

・継続的な運行をすることは必要であると思われるが、現在のように収益
が出ない状況で、係のメンバーのボランティアだけで、今後継続的に成り
立っていくのか、検討していかなければならない。
・現状の収入から、Jバス単体で成り立っていくのか、心配な面もある。

・利用率が低い中で、様々な面から運行を継続していくことは、本当に必要
なのかという疑問もある。

・地域の小中学生の通学バスを運行している通学バス運営委員会でも、集
金面、役員のなり手など多くの問題を抱えており、地域にある2つのバス運
行が危機的な状況に面している。

⇒大人も子どもも、陣川すべての町民の足として、バス
を運行し、経費面などについて節減しながら、継続的に
運行していくことが、この地域に住むみんなの願いと
なっていくのではないだろうか？



次年度の運行について

・陣川にある２つのバス運行主体を一つにし、経費削減、運行の効
率化を図ることで、地域の足と通学のための足、両方を存続させる。
・二つの組織を一つにすることから、もう１年間実証実験として、運
行を継続して、今後も継続して運行できる方法を模索する。
・通学のためのバスは、今まで通り函館市から補助金をもらい、１年
間安定的な運行を継続できるようにする。

↓↓↓

・役員はJバス運営委員会、通学バス運営委員会の両方から選出し、
協力し合って運営する。
・通学バスを利用する保護者全員が、運行のサポートをできるよう
な組織作りをしていく。



Jバス運営委員会組織図

代表
副代表

総務
会計

Ｊバス all 運行部
（一般）

Ｊバス kids 運行部
（通学）

Ｊ all サポーター

広告協賛企業
協賛個人

Ｊ kids サポーター

利用児童・生徒
保護者



最後に・・・

・函館市や函館バスの協力を得ながら、もう１年実証実験として町
会が運営するバスを維持し、さらに地域の足という問題について、
考えていきたい。

・補助金を受けずに、地域のマンパワーでどこまで運行を続けてい
けるのか、またそのありかたについて、検証していきたい。

・私たちの運行しているＪバスが、新しい形での地域の足の確保と
いう問題について、前例となり、今までの形だけではない、国や地
方の支援や援助が、整えられていくことを望みます。


